
自然で遊ぼう

宿がえ鬼

木を使いながら鬼ごっこをすることにより
木や森に親しみを持つ。

３０分 １０～３０人 いつでも可

太めの樹木が間隔をおいて５本ある場所 リーダー用の笛

別の木にさわる前に鬼にタッチされたメンバーは鬼役にかわります。4

５本の木を選び、その中から１本鬼の木を決めます。
※木を決める際はウルシなどの触るとかぶれる木を選ばないように注意しましょう。1

メンバーは他の４本のうち１本をそれぞえ自由に宿と決め、
左右どちらかの手で木にさわって立ちます。2

鬼はころあいを見て「宿がえ！」と大声で指示し、
メンバーはいっせいに鬼の木以外の別の木（宿）に移動します。3

ねらい

時間 人数 季節

用具場所

メンバーが多い場合には、木の本数を増やします。
適当な木がない場合には、大きな石、家のへい、
門柱、掲示板などを利用してもよいでしょう。
その際は、他人に迷惑がかからないように
注意して行いましょう。

Point ポイント

メンバーをタッチすることができなかった鬼は、
そのまま継続して鬼役となります。5
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